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『旧簿記・会計』 

問題作成部会の見解 

１ 出題教科・科目の問題作成の方針（再掲）  

○ 経済活動に関わる事象を多面的・多角的に考察する過程を重視する。簿記の基本的な仕組みに

ついての理解を問う問題や，企業における日常の取引に関する記帳や基本的な決算手続きを問う

問題などを作成する。また，「財務会計Ⅰ」の財務会計の基礎（株式会社の会計の基礎的事項を含

む）についての理解も求める。なお，問題の作成に当たっては，教科書等では扱われていなくて

も，既知の簿記・会計の基本的な概念や原理・法則等を活用すれば，適正な会計処理を導くこと

のできる問題などを含めて検討する。 

２ 各問題の出題意図及び自己評価等 

当分科会は，共通テストの本旨を尊重して，高等学校における「簿記・会計」の基本的な知識の

習得度及び学習の達成度を判定し，入学者選抜のための適正な資料を提供することを基本方針とし

て問題作成に当たった。すなわち，「簿記・会計」の出題範囲内で，できるだけ特定の分野に偏るこ

となく出題し，全問を解答させることによって，学習範囲内の広い分野についての基礎的・原理的

な事項に関する理解の程度，記帳・計算処理に関する思考力・判断力・応用力を多面的に判断でき

るよう工夫した。なお，問題作成に当たっては，高等学校学習指導要領に準拠し，高等学校教育の

現状を踏まえるように努め，かつ高等学校教科担当教員，日本会計研究学会及び日本簿記学会から

寄せられた過年度の意見・評価を十分に斟酌した。 

各問題の出題意図は，以下のとおりである。 

第１問（配点Ａ・Ｂ計40点）。第１問Ａは，簿記の基本的な用語・手続きについて問うている。第

１問Ｂは，株式会社における諸取引の記帳についての基本的な理解を問うている。第２問（配点30

点）は，５伝票制を前提とした場合における取引の起票，仕訳集計表への集計および総勘定元帳へ

の転記ならびに補助簿に関する基本的な理解を問うている。第３問（配点30点）は，個人企業の決

算に関する総合問題である。具体的には，期中取引の処理，棚卸表に基づく決算整理，および損益

計算書・貸借対照表の作成についての理解を問うている。 

本年度の出題は旧教育課程履修者のみが対象であったため受験者数が31名と少なく，受験結果に

基づく難易度等の考察は行い難いが，本年度の平均点は，47.94点であり，昨年度の51.84点と比べ

て４点ほど下降した。これは，共通テストも５年目を迎え，一部出題形式の変更に対する心構えの

できた学生が増えたものの，資料の読み取りに時間がかかった受験者がいたためではないかと思わ

れる。しかし，資料数や問題数を吟味して受験者の負担を考慮しながら，基礎的な問題から思考力・

判断力・応用力を問う問題まで幅広い難易度の問題を出題するように心掛けた結果，識別力の高い

問題となった。 

本年度の問題に対して，問題内容や問題設定に関して総合的には，次のような良好な評価をいた

だいた。「知識の理解の質を問う問題や思考力・判断力・表現力等を発揮して解く問題を含め，バラ

ンスの良い出題である。」「高等学校学習指導要領の範囲内から適切に出題されており，特定の分野・

領域に偏っておらず適切である。」「資料等は，特定の教科書に偏っておらず適切である。」「生徒が

先生と会話しながら簿記・会計の理解を深めていく様子は，簿記の学習過程において必然性のある

形で出題されており，適切である。」「基礎的内容の出題がやや多いが，バランスは保たれている。」
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「読み取りに手間が掛かったり，解答時間に不足が生じるような傾向は見受けられなかった。」「設

問数，配点，設問形式等試験問題の構成は適切である。」「文章表現・用語は，教科書の一般的な表

現を使用しており，適切である。」「平均点は昨年度よりも下がったが，難易度は適正である。」「得

点のちらばりは，おおむね正規分布に近い形を示しており，適正である。」 

なお，問題構成について，「基礎的内容の出題がやや多い」とのご指摘をいただいた。指摘を真摯

に受け止めるとともに，留意すべき課題であると認識している。 

３ ま  と  め 

当分科会ではこれまで，共通テストの本旨を尊重し，①高等学校における「簿記・会計」の基本

的な知識の習得度及び学習の達成度を判定すること，②入学者選抜のための適正な資料を提供する

こと，の２点を基本方針として問題作成に当たってきた。思考力・判断力を重視する共通テストの

方針に沿った形で問題作成を行ったが，「簿記・会計」は令和８年度からの共通テストでは出題され

ない。他方，商業高等学校の各学科において共通的な基礎科目としての位置付けは新教育課程にお

いても維持されており，我が国の商業を担う人材を育てる意味で非常に重要な役割を有することに

は変わりがない。 

この科目のこれまでの出題には多くの問題作成委員・点検委員が関わり，良質な問題が提供され

てきた。この資産が，商業高等学校のみならず，大学や専門学校での商業教育においても，簿記・

会計的な基礎を商業の各分野の問題解決に応用するために求められる基礎力を養うための教材等

として活用されることがあれば幸いである。 

 

 

 

 

 

 

『旧情報関係基礎』 

問題作成部会の見解 

１ 出題教科・科目の問題作成方針（再掲） 

○ 情報と情報技術についての科学的な探究の過程を重視する。問題の作成に当たっては，専門教育を

主とする「農業，工業，商業，水産，家庭，看護，情報及び福祉」に設定されている情報に関する基礎

科目を出題範囲としていることを踏まえ，情報及び情報技術の基本的な知識と，考え方，基本的なアル

ゴリズムの理解とそれを実現する方策，プログラミングやアプリケーションソフトウェアを活用した

データの処理や分析，問題解決の方法の理解を問う問題などを含めて検討する。 

２ 各問題の出題意図及び自己評価等 

第１問（必答問題） 

第１問の出題の基本方針は，コンピュータや情報技術に関する基本的な事項についてその理解を

問うことであり，日常生活に応用される情報技術の特徴や利用上の注意から，情報のデジタル化に関

して基礎となる知識や理解，論理的思考力まで，幅広く問う出題とした。第１問は三つの小問からな

る。問１は，ネットワークセキュリティについての基本的な知識を測る問題である。問２は，高等学

校における電子掲示板を題材に，データの表現とその性質を理解する力を測る問題である。問３は，

有限状態機械を題材に，図と文章で表された規則に従って機械的な操作を行う論理的思考力を測る

問題である。 

第１問については，情報分野に関連する基本的な内容をバランスよく出題しており，総じて内容・

範囲ともに適切であったと考える。 

第２問（必答問題） 

第２問は，情報技術に必要な「ものの考え方」とその応用能力を問うことを目的としている。特

に，「情報技術を学ぶ上で必要な論理的で明晰な思考力に関する必答問題」としており，情報の表現

やモデル化，論理推論などが出題範囲として想定されている。本年度は，「動画配信サービスでのレ

コメンデーション」という状況を題材に，アルゴリズムを理解し分析する力や論理的な思考力を測る

問題とした。問１は，簡単なアルゴリズムを理解する力を測る問題である。問２は，より複雑なアル

ゴリズムとその結果の分析を行う集合演算を理解する力を測る問題である。さらに問３は，二つのア

ルゴリズムの性質を分析し両者の関係性を理解する思考力を測る問題である。 

第２問については，特定の学科の知識に偏ることのない内容・範囲となっており，また，思考力・

判断力・表現力等を問う問題であったと考える。 

第３問（選択問題） 

例年と同じく，第３問は問題解決のためのアルゴリズムを理解し，それを具体的な手続きとして

実現する能力を問う問題である。本年度はコンビニエンスストアの出店候補地を検討するために複

数の条件を検証するためのプログラムを題材にした。なお，特定のプログラミング言語を用いること

によって生じる不公平を避けるため，プログラムの記述には DNCLを使用した。問１では，アルゴリ

ズムの説明文を正しく読み取って理解し，簡単な例で実際に検証できる思考力を問う。問２と問３で

は，問１の考え方を手続きとして実現する能力を問う。特に，問２では主に繰り返しや条件式などの

プログラムの基本構造を正しく運用できる能力を，問３ではさらに二次元配列やフラグ変数を正し

く運用できる能力を問うている。 
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